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1. 男性身体、ナショナルな身体の崇拝

2. 性別を定義する権力

3. コミュニティの破壊、格差の拡大



1. 男性身体、ナショナルな身体の崇拝



オリンピックからの女性排除

Pierre de Coubertin

「非実用的で、面白くもなく、見苦しい上
に、はっきり言うと下品である。」

「女の栄光は、彼女が生んだ子供の数と質
を通して勝ち取られるもので、スポーツに
ついていうなら、女の最大の功績は彼女自
身が記録を目指すことではなく、彼女の息
子が卓越するよう励ますことだ。」





The Olympic Games

第１回近代五輪

1896年（アテネ）

より速く,  より高く, より強く.

クーベルタン男爵
（フランス）



ベルリン「ナチス」オリンピック (1936)





ロサンゼルス・メモリアル・コロシアム （1923）

“Olympic Gateway” 
ロバート・グラム作



Muscular 
Christianity

男らしさ、男の役割

力強い身体

勇敢さ、勇壮さ

エリート育成のための
スポーツ教育





2. 性別を定義する権力





Court of Arbitration for Sport (CAS)
スポーツ仲裁裁判所

会長
John D. Coates
(オーストラリア)

副会長
Michael B. Lenard
(アメリカ合衆国)

副会長
Tjasa Andrée-Prosenc

(スロベニア)

通常部門部長
Carole Malinvaud

(フランス)

控訴審仲裁部部長
Corinne Schmidhauser

（スイス）

設立：1984年
本部：ローザンヌ（スイス）

裁判所：ローザンヌ、ニューヨーク、シドニー



3.コミュニティの破壊、格差の拡大



北京(2008)



バンクーバー 2010



ロンドン 2012



ソチ 2014



リオ・デジャネイロ 2016





オリンピックの理想主義者は、クールベルタン
のオリンピックの理想と哲学を普遍的で変化の
ないものと見なすことによって、しばしばオリ
ンピックの「運動」の名の下に行われた権力と
特権の乱用を無視するという、非歴史なスタン
スをとる(Helen Jefferson Lenskyj, 2017)。


